
 

農業高校を通した地域振興の具体的取組 

青森県立五所川原農林高等学校 校長 佐藤晋也 
（五所川原６次産業推進協議会 会長） 
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◎ 

青森県立五所川原農林高等学校 

五農高の地域貢献プラン 
五所川原市都市計画
マスタープランから 
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④産業中分類就業者比率の推移 

平成２２年 

平成１７年 

平成１２年 

• 農業の担い手確保・育成 
• 産業間の連携（農商工連携） 
• 新産業形態の構築（六次化） 
• 少子高齢化社会への対応 
• 隣接都市との交流・連携 
• 豊かな自然の保全 
• 市民参画のまちづくり 
• 地域資源の有効活用 
• 定住促進     

 

(平成２５年３月） 
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雇用をつくる食料供給産業 

１単なる産業としての農業 

       
  

      

２食料供給産業としての農業 
（農業経営体が加工・販売部門の統合 
 と連結＝六次化） 

☆１次産業を中心にした産業複
合体（＝食料供給産業） 
      
    

①単品原料供給基地 
（専業農家の所得向上） 
②規模の経済性 
（主産地形成の追求） 

☆農村に人が残
り活気がある。 
☆農業・農村と 
 食のつながり  
 強化。 

☆農村には人が残らず、活気がない。 
☆農業・農村と食とのつながりを希 
 薄にした。 
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五農高と食料供給産業構想 

（１）職業としての農業教育実践の前提（教育の職業的意義） 

〈「学びを活かす場」の整備する農業教育〉 
①適正な雇用を生む食料供給産業がある。 
②生活インフラがある。 
③安全・安心・健康・幸せが持続できる。 

（２）「規模の経済性」と「連結の経済性」を合体する 
              （将来の自分がイメージできる） 

環境保全型農業 

 〈「地域で生きる場」を追加する＝雇用の場〉 
 ①規模の経済性（専業農家） 
    
 

   資源・意識・情報・地域・産業・個 
    世代・計画の連結 

 

顔が見える非排他的農業 

＋ 
五農（県教育委員会） 五所川原６次産業推進協議会 

活動母体（産官学民） 
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五所川原農林高等学校の農業教育 

学校 

環境健康 

フィールド 

寮 

人材育成 

地域社会のニーズ 

キャリア開発が目標 

「津軽で生きる人間」を育成 

①人・組織・ネットワーク化 
②推進を担う人材 
③可視化できる農業教育 
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奥津軽 虫と火祭り（6月16日） Ｇ
５ 

出典：五所川原市役所 



 五農 立佞武多（8月４日～８日） 
五所川原市無形民俗文化財指定 

長
慶
天
皇 
御
所
川
原
伝
説  
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 五農高は環境健康研究センター 

年  度 高等学校農業 
教育の特徴 農業高校への役割期待 

Ｓ２３～２６ 新制高校の再興 農地改革や農村の民主化 

Ｓ２７～３６ 拡充期 小農経営から企業的拡大へ 

Ｓ３７～４６ 停滞期 稲作転換奨励対策実施要項の通達 

Ｓ４７～５６ 低迷期 農政の転換への対応（近代化農業） 

Ｓ５７～Ｈ３ 再生期 先端技術の導入（ＩＴ、バイオ） 

Ｈ４～現在 再編期 新しい時代に新しい農業教育 

（１）高等学校農業教育機関の役割（使命） 
 ○豊かな人間形成教育→生きる力 

 ○幅広い産業に対応できる技術教育としての農業教育→就農就労型６次産業 
  [目標の数値化]１％の農業の担い手、４９％の地域の担い手、５０％の日本の担い手 

 ○環境健康研究センター   
 ○付加価値農業の研究 
 ○農業の六次産業化モデル       

①「マイファームセンター」設立
によるＩＴ活用農業の試行、②地
下灌漑(かんがい)水田、田畑輪換、
ナノバブル活用による水田の実用
試験、③果肉が赤いりんご「御所
川原」のブランド化、④エコツー
リズム、アグリスクール等の企画
による異年齢交流、⑤研究コンテ
ストとフォーラムの開催、⑥新製
品開発研究 

[食料供給産業化の行動例] 
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６次産業
化推進協

議会 

≪協議会の構成≫ 

五農高教育と五所川原６次産業推進協議会 
ＧＯＮＯ教育モデルは、地域貢献・社会貢献の機能を最大限獲得する。そのために、 
  ①農業の６次産業化教育を推進し、②担い手の育成を図り、 ③結果として街づく
り（＝まちおこし）に貢献する在り方を目指す。 

（有）豊心ファーム、みちのく産直倶楽部 
情熱物語、（有）ケイホットライス、福士武造 

津軽鉄道（株）、市経済部
農林水産課、教育委員会 

明治大学、弘前大学、東北
職業能力開発短期大学、
東京農業大学、京都大学 

職員、農業クラブ員 

会長：五農校長 
副会長：津軽鉄道社長 
監事：ケイホットライス 
    五所川原市経済部 

①五農農業会社が母体 
②時間軸教育の実践 

①宇宙大豆クラブ化 
②赤いリンゴクラブ化 
③世界農業遺産認定へ 
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①６次産業化の取組みイメージ 
《地域課題への挑戦》
①生産者と消費者を繋ぐ（パートナー） ②連結の経済性のＰＲ ③共に生きる 

アドバイザー 
 （大学） 

地元生産者 行政機関 産官学協働の五所川原６次産業推進協議会 
（事務局：五農高） 

農産物の 
生産・加工・販売 

仕事場 

五農生 

安定的な販売＋生産量増加 
     ＝雇用創出（地域人材の活用）  

・安全、安心な農産物（食品） 
・バーチャル農作業体験（マイファーム） 
・都市での地域コミュニティー 
・人的交流イベント、物産展 等 

生産 

加工 

販売（販
路開拓） 

顧客フォ
ローアッ

プ 

Ｉ
タ
ー
ン 

Ｕ
タ
ー
ン 

Ｊ
タ
ー
ン 

需要予測・通販 

ＳＮＳ 栽培履歴情報 

食育 

消費者 
 ニーズ 
 ・ウｫンツ 生活の場＝新しいコミュニティー 

賛同企業（CSR） 
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 ①-a ＩＴ活用の農業（教育）モデル 
■マイファームを中心に消費者参加型「農と業」を実現＝就農就労型六次産業拠点 

 →生育状況、出荷、生産体制の見える化（農と業の可視化＝作る・売る） 

 →広報宣伝、コミュニティ活動の推進（HP、Facebook、Twitter） 

 →ＩＴの機能強化＝地域のネットワーク全体の中で「弱い紐帯の強さ（グラノベッター）」を創る 

 

 

 

 

 

 

マイファーム（スペシャルＧ協会）事業モデル 

生産者 マイファームセンター 
（スペシャルＧ事業体） 
 ★マイファーム 
     企画・会員管理 
 ★生産調整 
 ★出荷管理 
 ★ＩＴ活用 
 
 

消費者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人、グループ 

企業、職場グループ 

病院、老人ホーム、学校 

情報 

企画提案 

集荷組織 

情報 

会員管理 

出荷 

安心できる就農就労型６次産業推進母体 

生産基準管理 

ＳＮＳ ＳＮＳ 
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①-b 五農と日立の事業イメージ 

生産者           消費者   

消費者参加型農業 
（安全・安心・健康） 

→ダイレクトマーケティング 

※教育サービスを積む 
経験と努力を積ませる 

バランスマネジメント 
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●五所川原市 
●五所川原六次産業化 
 推進協議会 

 

生産者（農家） 

業 者 
 
●冷蔵・選果・梱包・加工 

 
●苗木・卸売 

 販  売 

一般 サポー
ター 

 
準備期 

●育成者権 
 苗木生産・販売 
 （苗木生産：見込み生産） 

●商標権  

 

 
●生産農家の募集 
●生産管理・品質管理 
 
 
         

 
（専売：差別化） 

 
 
 

普及期 
 
 

 

●スペシャルＧ協会 
 （定款、ルールづくり） 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
   
 
 目標生産価格（A） 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
商協連コスト標準（B） 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ＋B＋生産者利益 

＋クラブ費・運営費 

ク
ラ
ブ
制
不
参
加
者 

栽培ルール 選果基準 
≪選果基準≫ 
 A 生1   売り先 ○○ 
  B 生2 売り先 ▽▽ 
   C   加１ 売り先 □□ 
    D   加２ 売り先 ※※ 

【stage 3からの対応を考えると】 
 ・市場規模 
 ・国内／国外 
 ・海外種と競合 
 ・マーケット占有率（先行投  
  資を考えるため） 

３０人組目標 

※貫くべきコンセプト 
 FAIRNESS（公正さ） 

両権利の専用利用権 

組織Ａ、組織Ｂ、組織Ｃ、・・・ 

販売業者 
特定小売り業者 

 市民であり農家であることを条件に苗木を販売する。クラブ制
に参加しない農家の場合も協会が専用利用権を公使し、他へ
の転売や枝等を市外に持ち出すことや繁殖を禁止し、栽培面
積・生産量・販売量・販売先と価格等の報告を義務づけた契
約書を交わす。違反した場合はペナルティーを科す。 

②  赤いリンゴ「 」とスペシャルG協会  
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②-ａ スペシャルＧ協会と赤いリンゴ 

食料供給産業を担う、 
 1次産業を中心にした産業複合体＝スペシャルＧ協会 
 （五農高でいえば⇒五所川原６次産業推進協議会＋五農農業会社） 

             ・・・考え、行動できる組織 

Ｇブランドであり、今後４００トンの需要 

栄紅（生食用） 御所川原（加工用） 
御所川原×王林 
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検体名 ふじ 御所川原 栄紅

検査報告日 2013年3月7日 2013年3月7日 2013年3月7日

試験検査項目 結果 結果 結果 御所川原 栄紅

エネルギー kcal/100g

水分 84.2 83.7 84.4 g/100g 99.4% 100.2%

糖度 14.5 14.5 14.1 ％ 100.0% 97.2%

灰分 0.2 0.3 0.2 g/100g 150.0% 100.0%

ナトリウム 1.8 0.1 1.4 mg/100g 5.6% 77.8%

カリウム 119 128 107 mg/100g 107.6% 89.9%

カルシウム 2.9 5.4 4.9 mg/100g 186.2% 169.0%

全ペクチン 0.36 0.99 0.43 g/100g 275.0% 119.4%

水溶性ペクチン 0.01 0.19 0.05 g/100g 1900.0% 500.0%

酸度 0.27 0.6 0.36 ％ リンゴ酸として 222.2% 133.3%

ポリフェノール 22 178 70 mg/100g カテキンとして 809.1% 318.2%

pH 4.0 3.5 3.8 pH 87.5% 95.0%

検査機関：青森県産業技術センター弘前地域研究所

単位 備考
ふじとの比較
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新しい農法（五農実証試験圃場） 

慣 行 農 法 

生物性 
－土壌微生物－ 

・有機物の分解／緩衝／解毒作用 
・生物活用 

湛水状態→アンモニア態窒素 
畑状態 →アンモニア態窒素＋硝酸態窒素 

物理性 
－土壌構造－ 

・透水・通気性・保水性 

化学性 
－金属／イオン／有機物－ 

・透水・通気性・保水性 

V溝直播により省力化。V溝で鳥害も防止。 
施工前の圃場(コンバインがはまるようなぬかるんだ田んぼ)
と施工後の圃場 
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③-ａ 福士式地下灌漑農法のイメージ      
         （用水と排水が別の場合） 

17 



排水口 

排水 

入水 

 毛管現象とは毛管内で表面張力による負の圧力、水と毛管壁との間の付着力、吸い上げ
られた水の重さのつり合いにより，ある一定の所まで上昇する現象である。 

 土の構造と毛管作用 

土粒
子 

間隙 

用水 新規にナノバブ
ル発生装置を設
置（水の浄化） 

用水 
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５月２日（木） ７月２日（火） ７月１６日（火） ６月１２日（水） ６月１８日（火） 
７月１６日（火） 

V溝乾田直播栽培 
９月１０日（火） 
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 青森リンゴで農業世界遺産登録を目指す行動は「青森ブランド」を推進する取組みです。
農業世界遺産に認定されれば、青森リンゴの輸出に大きく貢献できます。 
 このことは、食料供給産業を実践する青森にとって最上のことであり、さらなる品質管理に
よって「世界に冠たる青森リンゴ」をつくり上げることができます。 

サポーターを巻き込みながらの展開 
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⑤ GONO生産物販売商品例 

全商品-１００品目（数量限定） 
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こめこ麺 純くん（赤いリン
ゴのジャムパン） 

酢チューベンドリンク酢 

お花見弁当（おから
コンニャク使用） 

味噌ドーナッツ 

ヘルシーメニュー（おからコ
ンニャク使用） 

大豆粉クッキー 

赤いリンゴソース付きアイス 

五農野菜カレー 
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事業法人がつくろう！ 

津軽スペシャルＧ推進委員会設立へ 

五所川原市 

ふるさと財団 

 「新・地域再生マネージャー事業」スタート 
 
  農就労型６次産業で五農高が雇用を創る。  
 
 

[ダイレクトマーケティング方式] 

・農産物バランスマネジメント 
・地域資源の掘り起こしと連結 
・コールセンター 
 →生産加工クラブ 
 →消費者クラブ 

・宇宙毛豆研究会 
・青森りんごで世界農業遺産研究会 

法人格を有する 

五農高 
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そして、株式会社ACT津軽構想 

☆クラブ会員のＧｰＧＡＰ審査 
  （高校生が審査員） 
☆商品開発・プロモーション 
☆ＡＣＴへのインターンシップ
（デュアルシステムへ） 
☆各種連結強化のための調査 

☆五所川原・西北エリアの食
料供給産業の未来を考え、行
動する。 

） 

〈業務〉・コールセンター（ダイレクトマーケティング）・生産加工管理と販売・加工工
場 

    ・GGファクトリー（本物を食べることができる店）、ブランド品質管理と販売 

    ・バランスマネジメント（農産品の契約栽培・買取・販売・農業情報等） 

→
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五農と地域との連結（新産業を担う人財育成） 

 
 

 

・クラブ制（ＧＧＡＰ制度の導入） 
 生産者加工クラブ（マイスター制の導入） 
 消費者クラブ（五所川原応援団） 
・１次加工工場 
 ・ダイレクトマーケッテイング 
 ・テレビショッピング 
 ・ラジオショッピング 

連結の経済性が主張でき、健康な地域を育てる意欲ある人間 

 

Ｇ-ＧＡＰ審査員養成依
託 
 コール業務資格者養成依託 

スペシャルＧ認証依託 
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ACT 
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OFFｰJT教育 

「ヘルス」 
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株式会社 アグリコミュニケ－ションズ津軽（通称ACT）のイメージ 
【目的】 

津軽地域の一次産業の底上げと若者の夢を育むために、就農就労型６次産業化を時代に即

して進化させ、適切な展開を図ることにより、地域全体が継続的に幸せを感じることがで

きる生活づくりに貢献します。 

【事業】 

 １ アカデミー事業 

 ○６次化事業の講演・コンサルティング及び他地域での教育指導 

 ○五所川原農業アカデミー運営（定住型就農就労の教育プログラムの開発→開校へ）                              

 ２ スペシャルＧ事業 

 ○スペシャルＧ商品の開発（生産加工クラブ）及びブランドライツ管理 

 ○スペシャルＧ商品（生産加工クラブ）の消費者クラブへの販売 

  ・津軽スペシャルＧ会員ショップ「akai-ringo.jp」の運営 

  ・販売イベントの企画・実施 

 ○消費者クラブの運用管理（ＣＲＭ業務によるフォローアップ）                                                                          

 ３ 業務受託事業 

 ○他企業・団体からのＣＲＭ業務の受託 

 ○施設管理等の６次化事業関連業務の受託  

 ４ 栽培・製造事業 

 ○ＯＥＭ商品の開発業（加工工場部の創設へ）                                                                                    

 ○栄紅の販売業（委託販売または専用利用権による販売） 

 ○その他、スペシャルＧ商品化が可能な農作物/水産物等の生産・製造 
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五所川原市 

バンコク 

 

農業の担い手をつくるために企業が
応援隊になっていただきたい。 

沖縄ハブ空港 

32 



 

（１）五所川原農業アカデミー構想（地域農業を担う人材育成を目指す） 

①目 的：新規就農希望者対象にエコファーマーを育成する 
②内 容：プロ農家として必要な知識・技術の習得とOFF-JT教育 
③期 間：2年間 
④資 格：農業をはじめたいと心から望んで居る方で性別年齢不問 
⑤待 遇：宿泊・食事３食付（自炊可能）、個室等準備 
⑥助 成：月学１５，０００円助成、２ヶ月目より優秀者に１～３万プラス助成 
⑦その他：独立支援活動機能を有する 

〈新規就農研修コース〉 
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※行政の支援をいただき、また、多様な講師人を招聘しての基礎・実践研修を計画する 
※指導農家としては、果樹・作物・野菜の分野、もしくは連結させた分野でも可とする 33 



（２）五所川原ヘルスアカデミー構想（企業と連携し、心の健康を取り戻
す） 

①目 的：園芸を手段として心身の状態を改善する 
②内 容：ア、植物に触れて五感を刺激することで、感性を磨く（精神バランスの回復） 
     イ、植物を通じて知識や生活習慣を会得する（教養として） 
     ウ、共同作業を通じて仲間をつくる（社会性の修得） 
     エ、収穫物を利用する（販売、料理。生活能力の維持・自己評価） 
③期 間：1ヶ月～最大2年間（体験入学も可） 
④対 象：職場でメンタルヘルスケアの必要と認められた方 
⑤待 遇：宿泊・食事３食付（自炊可能）、個室等準備 
⑥費 用：企業負担若しくは企業支援 

〈ヘルスケアーコース〉 
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※総合病院と連携する 
※参加企業とCSA契約を結び、消費者クラブをつくり、運営する 34 



栽培・製造事業のイメージ 

株式会社 ACT 

生産加工クラブ（独立組織） ← 地域ＧＡＰ（G-ＧＡＰ） 
Production and processing 

<りんご> 
 ①御所川原C（全量買取） 
    ＋加工 
 ③紅玉C（契約栽培） 
 ④ホワイトふじC 
 ⑤赤・黄りんごＣ 

<お米> 
 ①地下灌漑栽培 
 ②特別栽培      
 ③完全有機栽培  

<枝豆・大豆> 
 ①地下灌漑栽培 
 ②完全有機栽培 
 ③毛豆の枝豆 
 ④宇宙毛豆の枝豆  

<切り花> 
 ①路地キク  

消費者クラブ組織化 

・コールセンター（直販業務） 
・クラブ化をマネジメント 
・クラブ会員のデータベース化 
・ＣＳＡ（企業との連携）の推進 
・地域ＧＡＰの推進 
・テレビショッピング 
・ラジオショッピング 
・まちおこしコンサルト 
・加工研究センター 
・アカデミー事業 

栄紅は、五所川原市（育成者権）の持つ専用利
用権、ＡCT（商標権）が持つスペシャルガー
ルにより許諾契約栽培を行い、苗木から生産・
流通までを統一的に行うクラブ化とする。 

35 



（例） 毛豆（枝豆）の生産者クラブの販売試験 

２７年度からスペースシャトルで宇宙を旅した「毛豆の枝豆」を販売する。 
（五農高と（株）ACT津軽と共同企画） 

１ｋｇ ２０００
円 
３００ｇ６００円 

※株式会社リバネス（東京都）と宮坂醸造株式会社（同）が行っている「宇宙大豆プロジェクトで、本
校が準備した「毛豆」が宇宙ステーション「希望」（宇宙飛行士；山崎直子さん）に１０ヶ月間滞在。
2011年帰還後4年を経て種子が準備でき、宇宙毛豆ブランドとして地域活性に活かす。 36 



平成２７年秋には「宇宙毛豆（枝豆）を販売」 

生産者クラブ 
 ①（クラブマイスター制の導入）･･･入会金（入会時）、運営費（毎年）の納入 
 ②クラブ員登録･･･生産者情報発信（生産者ＩＤ、生産者ＱＲコード） 
 ③Gosyogawara ＧＡＰ認証制度･･･申請（生産者）→審査（五農）→認証（商工会議所）、認証シール 
 ④規準･･･はじいた枝豆→冷却→袋詰め・冷蔵（袋材；ｐ－プラス） 
 
    ⇒27年度は「宇宙毛豆の枝豆」を生産・販売する＝生産者クラブ 
     ①今後の課題･･･刈り取り機、洗浄機、選別機、梱包機の購入 

流通 
 ①集荷（暫定的に五農；３００ｇ、１ｋｇ用袋詰め） 
 ②計画出荷（ダイレクトマーケッティング、契約栽培）→クール車（契約） 

販売先 
 ①顧客データ→ダイレクトマーケッティング、専門店 
 ②知人・友人への販売からの顧客拡大   等 

２０１０年 １０ヶ月
間の旅 

２０１１年 
試験栽培 

※株式会社リバネス 
37 



 

青森県立五所川原農林高等学校 校長 佐藤晋也 
（五所川原６次産業推進協議会 会長） 
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